












各論については，「品質管理論」は生産管理の 3要素と言われる QCD（quality, cost, delivery），つま
り品質，コスト，納期の中でも，日本の製造業が高い競争力を培ってきた品質管理を取り上げたも
のだろう．授業では，「QC七つ道具」のような品質管理の手法をとり上げていたのではないかと考







































を別々に学んでいた．現代の製造業では，いわゆる “ 生販 ”（生産と販売）をつなぐことは社内の効
率性と顧客への応答性の両方を高める上で，きわめて重要な経営課題となっている．そうした “ つ


















































































験させて…」といったような “戦略的な ” ジョブ・ローテーションが行われている会社を，筆者はほ
とんど目にしたことがない．SCMに特化して人事を考えている人は社内のどこにもいないのが実態
なのである．








せてから，各部門に配属させる会社も多数見られたが，最近は “即戦力 ” という名のもとに，集合研
修の期間を短縮して，各部門での OJTを重視する会社が増えているようである．その場合，工場や
物流施設を訪問することがあっても，“ 見学 ” 程度になってしまう．その後，所属部門の目標達成を
最優先させて，その部門の原理・原則だけで思考・行動するようになってしまう社員が増えることは，
SCMの実現には大きなマイナス要因となる．
だからこそ，大学の学部生の間に，生産，販売，物流，調達，開発といった機能間，焦点組織と
サプライヤー／顧客企業との組織間における有機的なつながり感や，それらを統合的に見る思考に
触れておくことが重要ではないかと筆者は考えている．よって，「サプライチェーンマネジメント論」
と「サプライチェーンマネジメント・ケース分析」は，専門的なスキルよりも，機能間や組織間の
つながりであったり，戦略，組織の構造，ビジネス・プロセスといったマネジメント要素やパフォー
マンスに関する統合的な思考を養うように設計されている．その根底には，“あちらを立てれば，こ
ちらが立たず ” という，シーソーのようなトレード・オフの関係を前提
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とするのではなく，それを
克服
4 4
しようとすることが大切であり，しかしそれはひとりの力では決してできないので，まわりと
いっしょに知恵を出し合って取り組むことが肝心かなめである，という思想がある．このような思
想や思考を多少なりとも身につけた学生には，社会人となった後，所属部門に染みついた狭い発想
の原理・原則にとらわれすぎず，まわりの部門や組織と有機的につながって，大きな改革に挑んだり，
小さなカイゼンを続けたり，またもし人事異動で意図せざる部門に配属になっても，それを好機と
捉えて，前向きに横断的な経験を積んでいってほしい．そう言うとかなり大げさに聞こえるかもし
れないが，それぐらいの風呂敷を広げて，大学では SCMに関する複雑な現象を分析する（学生には
少々難解かもしれない）枠組みをしっかりと教え，それを使って分析する魅力的な事例教材を開発
することに今後も取り組んでいきたい．
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